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DeclarationDeclarationDeclarationDeclaration     利益相反はない． 

BackgrounBackgrounBackgrounBackgroundddd これまでに日本の原⼦⼒施設労働者の放射線被ばくによる超過

死亡数を分析した研究はない．放射線影響協会のデータを使用してがん（白血病

を除く．以下同じ．）とがん以外の死亡について超過死亡数を計算した． 

MethodMethodMethodMethod    of analysisof analysisof analysisof analysis    

1） 分析対象を 5、10、20、50、および 100 mSvで 6線量グループに区分し、

各線量群の O/E を計算する．O は観察死亡数，Eは期待死亡数である．Eの

計算にあたっては年齢、暦年、および居住者による調整をおこなう． 

2）5 mSv未満の線量群を基準に相対死亡率 (RR) を O/Eから計算する． 基準の

線量群の平均線量は 0.6 mSvである． 

3）超過死亡数 (ED) は ED=O *(RR-1)/RR で計算される． 

4）寄与割合 (AF) は AF=ED/O で計算される．Oは 5mSv以上の観察死亡数で

ある． 

DaDaDaDatatatata 使用したデータは、日本の核施設で働いていた 204,103 人の男性労働

者の 1991 年から 2010 年までの死亡調査によるもので，集団の平均線量は

9.1mSvであった．これには喫煙習慣の情報をえた 75,422人が含まれており，こ

のデータで喫煙交絡の影響を調べることができた． 

ResultResultResultResult 

    

Concluding RemarksConcluding RemarksConcluding RemarksConcluding Remarks 

� がんによる死亡の EDは 20年間で 273人であった． 

� 非がん疾患による死亡の EDは 20年間で 409人であった． 

� ほとんどが 100mSv 未満で生じていることは重要な結果である． 

� 非がんの ED ががんよりも大きいことが注目される． 

Additive Additive Additive Additive RemarkRemarkRemarkRemark    

喫煙者と非喫煙者を独⽴に ED を算定することによって喫煙の影響を調べたが、

がんでは AFが 11%から 12%に、非がん疾患では AFが 11%から 10%に変化する

にとどまった. EDや AFに喫煙交絡が及ぼす影響は小さいことが分かった． 
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